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同大学では Faculty of Arts（人文学部）において日本語や日本文化を教えているが、同学

























員として当該授業担当をする体裁を整えている。つまり学生達は「Variation in Japanese 
Language」と「日本語のバリエーション」の二枚看板の授業を受講した。 
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企画概要（プログラム環境整備）	





























































する 1コマ、各日 2コマの授業を実施した。 
参加学生は 7名で、うち女子 6名・男子 1名、全員が無事に所定の単位を修め、単位だ
けでなく、本学からの修了証も授与されている。実施期間・場所については、2020年 1月
20日（月）～31日（金）は吹田市旭通商店街協同組合の組合事務所にて各日 2コマずつの
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③ 大学が地域コミュニティと win-win の関係を樹立することで、大学として求めら
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